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をよろこばせながら、旅行している途中、ドイツのフラ

ンクフルトの或る美術館にたどりついた。

偶然、一旅行団体にお会いしました。見ると胸にロー

クリ←－の徽章が輝いている団体でした。

突然、親しみを感じて、下手な英語を吹っ掛けて見た

が、下手な英語よりも、気持ちが先に通じたように感じ

られた。しばらくして、バーナを交換しようと申し出し

た。私の国にも立ち寄って下さいませんか。ときかれる

ところは……？。台湾です。つい、エーと云った。皆が

楽しみに待っていますから、そこで、バーナを交換しま

しよう。御親切、ありがとう。どこのクラブですか、と

聞いたら、台南ロータリークラブです。台南と聞いて、

いきなり、オーケーと返事をしてしまいました。

と云うのは自分が中学時代のこと、東京、神田の猿楽

町で、南京虫に喰あれるし、お金のない時分、台南の

叔父さんが貿易商で自分の住んでいる3塁間を訪ねて来

て、大金千円を下さった喜びを思い出した。そのときの

叔父さんの言葉がいい。笑いながら、やお金がなければ

、ない程、勉強が出来るものだ寸。とお父さんが云って

いますから、御協力してやって下さいと、今なおその場

商がありありと覚えていたからだ。ありがたいものでし

た。自分はそれからも、相変らず貧乏生活をしていた。

その叔父が突然2年後に訪ねて来ましたときは、私は

もう医大の学生でした。同じ生酒をしていますね。と云

われて、二千円を貰い喜びましたが、しかし、残念なが

ら、その場面は忘れられてしまいました。……きつと、

お待ちしています。と、別れました。

台南に着いて、三十年振りにお会いした叔父さんの健

康な姿、立派に仕事をやっているところを見たり、台南

クラブから電話が来たり、大喜び！！、クラブに大歓迎さ

れました。その場面も忘れられません。その感激と喜び

は筆紙に尽せませんでした。

この度、偶然、中国の有名な杯沖スターが来庄するの

で、その世話人達が訪ねて来て、台南の人で、お父さん

が大きい自動革会社を経営していると紹介があり、林神

君にお会いして、お父さんが台南ロータリークラブの会

員であることを初めて知りました。

私達のロータリーの例会に出席して下され、私達会員

に台南クラブのバーナの意味について、詳しく教えて下

さいました。世話人と会員の長谷川君が、スタジオなど

にお供して、仕事をおえてから、会長さんはじめ、国際

奉仕委員、会員有志の家慶の招待の席上で、林スターが

台南ロータリークラブでとった訪問記念写真の中から、

自分のお父さんの顔を久しぶりに見て、大喜びでした。

トお父さんのお顔をここで見られるとは、嬉しい！もと

嬉しくて、嬉しくて私達に再びお父さんはじめ会員の皆

さんを紹介して下さいました。全く、偶然の喜びがあと

からあとへと、見出されました。

しかし、この喜びはロータリーアン以外には味わえな

い喜びでありましょう。考えてみれば、林スターーも妄∴

だし、私達も喜んだ。彼もロータリーでした。私の台享

の叔父も、私の父も、ロータリーでした。叉お話しが三三

じないでも、ひっこみ、遠慮してほならんことがわかF■

ました。というのは、お話しが通じない前からして、・二

が先に通ずるのはロータリーアン同志であるのだ。

皆のために、好意と友情を深め、真実に、公平に朗ら

かに生きましょう。そして何時も、綺麗いな夜に、跨書

いな花火が高く美しく、打ち上げられるように、たし三・

に、内部から発火が出来るように点火するような気持ち

になりましょう。

これも

もKI NDLE THE SPARK WI THI Nさ

の一つでありましょう。　皆様ありがとう（張君ノ

〇二コニコ箱

海束君2ヶ年皆勤

金井（国）君、バッヂ忘れ

長谷川君、林沖君の照会を得て

0本巳の献立

きしみ、鰻、鮨　　焼物、鮭おろし

味噌汁、なめこ、豆腐、若荷

荒　　倉　　神　　社

庄内海浜県立公園荒倉山鎮座。鶴岡から大山、水

沢行バスで40分、西目下草。西の羽黒山の別名があ

る。

苔むす石段、神池に丹塗の神橋、うつそうたる老

樹に覆われる神殿は葵しくも神々しい。羽黒の閉止

鉢子皇子は都から逃れ、由良八乙女浦から荒倉を経

て羽黒山に入ったと伝えられる。

1，200年前養老年間の創建で一時は山中33の僧賢

があり、山伏の勢力は羽黒山と覇を競った。「羽貫

山は元当社のことにて羽黒と戦って名実を失う」と

天正年間越後上杉氏に破れて衰微。明治9年県社

保全大神を祀り、馬の神様として信仰され、このに

の笹竹を持ち帰って食わせると烏は無病息災だとい

う。

神社裏手の小径を行くことしばし、山頂の草原こ

つく。眺望が素晴らしい。旧炭顔の黒いポタ山を右

に見て池戸に下りバスに乗る。鶴岡まで50分。山王

上り2キロ、下り3キロ。共に1時間足らずで家賃

づれハイキングに好適。
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